
マリスト会創始者 

尊者 ジャン-クラウデ・コリン 

の列福を願う祈り 

 

神よ、もしマリスト会の創始者、ジャン-クラウデ・コリンが 

あなたの御名によって聖人の栄誉を受けることが聖なる御

旨であるならば、 

彼の取り次ぎを通して私達が今願う恵みをいただくことによ

り、 

彼があなたの間近で楽しむ寵愛を私達にお示しください 

 (意向を祈る) 

これを私達の主キリストによって願います。アーメン。 

マリスト会の女王なる聖マリア、私達のために祈ってください 

 

もし、あなたがコリン神父の取り次ぎにより如何なる恵みでも 

受けた場合には、下記にご連絡をお願いします。 
 

R P Carlo-Maria Schianchi SM,  

Postulator, Padri Maristi 

Via Alessandro Poerio 63,  

00152 Rome, Italy 

Email: postulator@maristsm.org 
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創始者・父 
 

ジーン-クラウデ・コリンは、フランス革命がそ

の恐怖政治を始めた頃、1790年8月7日にフ

ランス中部のサン・ボネル・トロンシー近くに

生まれた。彼の国の抑圧されたカトリック教

徒の中から司祭になりたいという静かな野心

は、1816年7月22日のリヨンでの叙階により

実現された。 
 

その翌日には、彼はマリアの名を冠した新し

い修道会を創立すると誓った12人の内の一

人だった。そこから、司祭、修道士、修道女、

そして信者達の会が生まれた。 
 

その若き司祭はマリスト会の創始者となり、

全マリストの兄弟姉妹会を発展させるために

辛抱強く働いた。 

 

 

1836年、コリン神父が「如何なる彼方の地

へも宣教師を送る」と申し出たため、南西

太平洋の辺境の宣教地も含め、彼の会は

教皇庁の承認を得た。 
 

開花する宣教師グループの司祭として、コ

リン神父はマリスト会の先駆者たちの親愛

の情と尊敬を得、彼の総長としてのリー

ダーシップの下には会員数が増え、様々な

宣教事業と非凡な布教活動の影響が広

がった。 

 

人生の後年をマリスト会の会則と組織を完

璧にするために過ごしたのち、彼はラ・ネイ

リエーレで1875年11月15日に帰天した。 
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